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そうだ、雑談おじさんになろう
～非公式ボトムアップコミュニティの停滞期からの脱却～



自己紹介

• 近藤 久登 Kondou Hisato

• MXプロジェクト
• DX事業本部DX開発部

• グループ内システム開発保守運用
• 工場内の生産・製造監視など

• マネージャではない、地方拠点の開発者
• 心理的安全宣言!
• MX後の世界で開発者として生きる
• 雑談おじさん New!!
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会社紹介
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会社紹介



今日お話すること・お伝えしたいこと



今日お話すること・お伝えしたいこと

• MXプロジェクトの大義

• MXプロジェクトの2年間

• 現状打破の作戦会議

• 雑談おじさん誕生

• 雑談おじさんになった結果

• 最後に



MXプロジェクトの大義



MXプロジェクトの大義

マネジメントを「管理」ではなく「セルフマネジメント」に変革するという目標を掲げる
Management Transformation Project（MXプロジェクト）というコミュニティ活動です。

ここでいう「セルフマネジメント」とは、
組織やチームがよりよい形になっていくために、目の前に立ちはだかる困難に対して、
自分・自分達から”何とかする” という意味を込めています。



MXプロジェクトの大義

活動方針はこちら！



MXプロジェクトの2年間



MXプロジェクトの2年間

非公式かつボトムアップなコミュニティとして部活動的に組織に縛られず自由な発想で
活動しています。
そのため、楽しく成⾧できる機会を提供できると信じて、遊び心と真剣さを両立させること
をポリシーに、内外問わず様々なセミナーやイベントへも開催・参加しています。



MXプロジェクトの2年間

これらの活動を通し、奥ゆかしくも凄腕の先輩エンジニアから

今を過ごすだけで精いっぱいになってたけど、
胸の奥が熱くなってきたよ

というコメントもいただけました！
この勢いで奥ゆかしくも凄腕のタレントを目覚めさせ、自社の変革を加速させたい！！

そんな活動開始の1年目（2023年度）でした。



MXプロジェクトの2年間

2023年度の活動1年目は破竹の快進撃ともいえる勢いでどんどん進んでいた実感があります。
そして正念場となる2024年度の活動2年目は



MXプロジェクトの2年間

2023年度の活動1年目は破竹の快進撃ともいえる勢いでどんどん進んでいた実感があります。
そして正念場となる2024年度の活動2年目は

「で、このあと何やればいいかな？」的なムードが漂い、
本業の忙しさやタイミングの合わなさなども相まって停滞期に入っていました・・・。



MXプロジェクトの2年間

停滞期の状況をあえてご紹介します

• 毎週の定例会で次のアクションが出てこない
⇒セミナーのネタ切れ、新たな施策思いつかない・・・

• 社内セミナーの参加者が増えない（というか減ってる・・・）
⇒セミナーに参加しても本業ですぐには役に立たないという声

• MXプロジェクトのチーム（Teams）が運営側からの告知のみ
⇒意識高そう(=敷居高そう)だからチームへの参加や発言が控えめ
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• MXプロジェクトのチーム（Teams）が運営側からの告知のみ
⇒意識高そう(=敷居高そう)だからチームへの参加や発言が控えめ

このままでは遠からず活動終了の未来が見えてきた・・・
このままでは終われない、なんとかせざるを得ない
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MXプロジェクトの2年間

停滞期の状況をあえてご紹介します

• 毎週の定例会で次のアクションが出てこない
⇒セミナーのネタ切れ、新たな施策思いつかない・・・

• 社内セミナーの参加者が増えない（というか減ってる・・・）
⇒セミナーに参加しても本業ですぐには役に立たないという声

• MXプロジェクトのチーム（Teams）が運営側からの告知のみ
⇒意識高そう(=敷居高そう)だからチームへの参加や発言が控えめ

このままでは遠からず活動終了の未来が見えてきた・・・
このままでは終われない、なんとかせざるを得ない

このキーワード、どこかで聞き覚えが・・・



MXプロジェクトの2年間

スクラムフェス仙台2023
社外コミュニティ活動の環境が整っていなかった「とある情シス子会社」でその突破口を開くまで より抜粋



MXプロジェクトの2年間

スクラムフェス仙台2023
社外コミュニティ活動の環境が整っていなかった「とある情シス子会社」でその突破口を開くまで より抜粋

すでに通った道、楽しんで突破してきた壁じゃないか！！
解決策もある、それならやることは決まったよね



MXプロジェクトの2年間

XP祭り2024にて、XPのエッセンスを取り入れた公開作戦会議を実施！



MXプロジェクトの2年間

終わらなかったので、社内で作戦会議の続き（録画を社内で公開）



現状打破の作戦会議



現状打破の作戦会議

セミナーなどを実施しても、新規の参加者が増えず、参加後の変革に繋がる動きを起こす人
も増えない。

人が集まってアクションが起きるようなムーブメントにならない

なぜアクションに繋がらない・・・？



現状打破の作戦会議

セミナーなどを実施しても、新規の参加者が増えず、参加後の変革に繋がる動きを起こす人
も増えない。

人が集まってアクションが起きるようなムーブメントにならない

なぜアクションに繋がらない・・・？

過去に爆発的なムーブメントが起きた事例、あったよね？



現状打破の作戦会議

過去、人が集まってアクションを起こした事例を思い出そう

スクラムフェス福岡2024
変化を巻き起こせ！「とある情シス子会社」で非公式ボトムアップのコミュニティを起点に共鳴する3人のストーリー より抜粋



現状打破の作戦会議

「ValueFactory」はどんどん人が集まってムーブメントが起きていた
「MXプロジェクト」はなかなか人が集まらずムーブメントが起きない

この違いはどこにある・・・？



現状打破の作戦会議

「ValueFactory」はどんどん人が集まってムーブメントが起きていた
「MXプロジェクト」はなかなか人が集まらずムーブメントが起きない

この違いはどこにある・・・？

ValueFactoryへの参加動機（近藤の場合）
・停滞した技術のままではだめだという危機感
・人間関係を広げたい
・すごく楽しそう

活動の目的は違えど、MXプロジェクトにも当てはまるテーマはあるように思える



現状打破の作戦会議

・停滞した技術のままではだめだという危機感
⇒現状に危機感や何か思いはあるけど、一人でスキルの幅を広げるのは難しい

・人間関係を広げたい
⇒イベントや研修で意見交換する機会でもない限り、人間関係を広げることは難しい

・すごく楽しそう
⇒普段の業務が使命感や義務感だけでは楽しさを感じるタイミングは少ない

ここにMXプロジェクトの新たな活路があるのでは？



現状打破の作戦会議

MXプロジェクトを基点として、知ってる人話したことある人を増やすことはできるはず

公式なイベントや研修では重いテーマの「ディスカッション」になりハードルが高いが、
非公式なコミュニティ活動の強みを活かし、ハードルのない本当の「対話」を実現できる



現状打破の作戦会議

MXプロジェクトを基点として、知ってる人話したことある人を増やすことはできるはず

公式なイベントや研修では重いテーマの「ディスカッション」になりハードルが高いが、
非公式なコミュニティ活動の強みを活かし、ハードルのない本当の「対話」を実現できる

よし、雑談しよう！！



雑談おじさんの誕生
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2024年11月7日
DNP情報システム 近藤 久登

雑談企画 説明会
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なぜ雑談なのか？

何かに悩んだり、行き詰ったり、誰かの意見を聞きたい時、人間関係の広さがそのまま仕事
の成果に繋がるということはよくあります。
にもかかわらず、人間関係を広げる場やきっかけが少ないという現状があります。

大小さまざまなイベントはありますが、人が多かったりイベントのテーマをハードルに感じ、
参加をためらう人も多くいます。



35

なぜ雑談なのか？

そんな現状に対して、MXプロジェクトが用意した答えの一つが「雑談」です！
雑談することで、気軽なコミュニケーションの場を提供し、手軽で簡単に人間関係を広げる
きかっけ作りをしたいと考えています。

様々な人が雑談を通して知り合い、気楽な会話ができる人間関係が作れたならば、
仕事を含めた色々な相談もしやすくなるはずです！
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なぜ雑談なのか？

「現状で何ができるか」を根底とする思考法である「エフェクチュエーション」にある
5つの原則の中に「クレイジーキルトの原則」があります。

様々なものを組み合わせることで、新しい価値を作っていく
という原則です。

人間関係を広げていくことは、まさにこのような原則にもあてはまる
仕事上でも非常に重要なことなのです！

https://honto.jp/ebook/pd-series_B-MBJ-20142-
125884034-001-001.html
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なぜ雑談なのか？

なんて言われて知らない人と簡単に雑談できるわけないだろ！！
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なぜ雑談なのか？

なんて言われて知らない人と簡単に雑談できるわけないだろ！！

そんなあなたのための雑談企画なのです！
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MXプロジェクトの雑談企画

雑談企画として、MXプロジェクトは以下の場を用意しました！

・レンタル雑談おじさん

・知ってる人話したことある人増やそう会

・雑談おじさんの部屋
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レンタル雑談おじさんとは

雑談しましょうと言われても、いきなり知らない人と会話するのはハードルが高いです。
なので、あらかじめプロフィールが公開されていて会話内容も指定可能な雑談相手を用意す
ることで、最初の一歩を踏み出しやすくしたいと考えました。

それが、「レンタル雑談おじさん」なのです！
※親しみやすさと覚えやすさと遊び心から名付けました

誰でも30秒で依頼できます！！
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レンタル雑談おじさんとは

プロフィールページ！
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知ってる人話したことある人増やそう会とは

雑談相手を指定する「レンタル雑談おじさん」に対して、
雑談テーマを指定する「知ってる人話したことある人増やそう会」も開催予定です。

雑談テーマを決めて開催日程をアナウンスし、集まった人と雑談する会となります！
※テーマ例：「育児」「テニス」「ロードバイク」「アジャイル」など

集めるだけ集めて「さぁどうぞ！」という感じではなく、ワークショップに近い形態で、
MXメンバーが進行と雑談にも参加し、全員で簡単な自己紹介と雑談する流れとなります。

ここで一緒に過ごした人は今後「知ってる人・話せる人」となります！！
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雑談おじさんの部屋とは

ふらっと立ち寄って雑談する場を「雑談おじさんの部屋」として用意しております。
「雑談おじさんの部屋」では、近藤が空いた時間にTeams会議を実施します。

休憩室や喫煙所など、たまたま居合わせた人が軽く雑談できる場をイメージしており、出入
り自由・会話・チャットするのも自由、人のいる空気を感じたい人やなんとなく誰かと出会
いたい人歓迎！！

もちろん、Teams会議開始も自由です！
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最後に！

雑談を通して人間関係を広げることは、いずれ「対話と協働」を深めてオールDNPの総合力
を発揮することにも繋がります。

本企画を通して「対話と協働」をMXプロジェクトも支援し、DNP全体の活性化を目指します。
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最後に！

雑談を通して人間関係を広げることは、いずれ「対話と協働」を深めてオールDNPの総合力
を発揮することにも繋がります。

本企画を通して「対話と協働」をMXプロジェクトも支援し、DNP全体の活性化を目指します。

という大義名分は用意しました！！

一人ずつでも知らない人と話ができる！人間関係が広がる！
そんな体験を、ぜひ一緒に楽しみましょう！



雑談おじさんになった結果



雑談おじさんになった結果

・レンタル雑談おじさん
⇒申し込みは少しずつあり、話してよかった！他の雑談企画にも参加したい！と言ってく

れる人もいます。

・知ってる人話したことある人増やそう会
⇒参加者が徐々に増えており、中にはMXプロジェクトを介さず話をするようになれた、と

いう人もいます。

・雑談おじさんの部屋
⇒最初は3時間誰も来ずに終了ということも多々ありましたが、最近は毎回1人以上来てく

れるようになりました。



雑談おじさんになった結果

MXプロジェクトを基点として、人と人の繋がり作る土台はできあがりました！
そのうえで、以下のような相乗効果も生まれてきました。

・MXプロジェクトの目標などに共感してくれる人がいる

・知らない人同士が繋がり、相談相手ができた

・1対1で話すと熱い想いを持っている人もおり、コラボでイベントできるかも

・雑談の中で色々な企画のアイデアがうまれた



雑談おじさんになった結果

気になるテーマについて「雑」に話し合う雑語り会も誕生！
行動に繋げることを目的にするのではなく、今後の選択肢を増やすことを目的に、
内容の理解やアプローチ方法をざっくばらんと話しています。
・アンコンシャスバイアス実践に向けた雑語り会
・管理職の悩みから新しい可能性を引き出すアプローチ雑語り会
・ニューロダイバシティの理解とアプローチ雑語り会

また、「雑にやる」という活動も誕生！
真剣になりすぎず遊び心で楽に考えたり、いいと思ったら手早くやる、といった活動も実施
しています。
・匿名アンケート結果を雑談おじさんが読み上げるラジオ
・重いテーマ（自組織の変革など）を真剣さと遊び心の両方から考えるワークショップ



最後に



最後に

雑談おじさんになってから、 運営としても参加者としても活動することができるようになりました。

今まで一方通行の発信がメインだったため、参加者の声は感想としてしか聞くことができていませんでしたが、

直接会話することをメインにすることで、より身近になり色んな話を聞くことができるようになりました。

雑談自体は業務やMXプロジェクトに直接結びつくことではありませんが、人脈は大きな力になります。

身近な活動をすることで、直接の相談や社内企画のオファーなど、思いがけない出会いもありました。

何かしたいけど足踏みしている人も多く、色んな知見や経験を話すことで発信する人も中には出て来てくれたので、

MXプロジェクト本来の目的も少しずつ果たせているように思います。

私自身の力になり、さらに関わってくれる人達の力にもなれる、雑談というツールが大きすぎる！

ぜひ皆さんも雑談しましょう！



「 未来のあたりまえをつくる。」はDNP大日本印刷の登録商標です。


